
区分 項番 採点項目 配点

本事業の趣旨、目的を十分に理解した、実現性のある適切な提案になっているか。

求められる機能や効果を十分理解しているか。

国等の各種議論（デジタル田園都市国家構想会議など）を踏まえた提案となっているか。

事業の全体像（将来像）及び今回の提案範囲が明確になっているか。

データ利活用基盤の全体構成が、模式図等を用いてわかりやすく具体的に示されているか。

オープンソースの活用など、ベンダーロックインとならない提案となっているか。

データ利活用基盤、データカタログサイトはパブリッククラウド上で構築する提案となっているか。

今年度の構築範囲（追加提案含）に加え、拡張性を考慮した将来的に導入が望まれる機能の提案が盛り込まれているか。
「スマートシティ・リファレンス・アーキテクチャ」に準拠した提案内容となっているか。

業務委託仕様書・１（５）．「基本方針」に準じた提案となっているか。

業務委託仕様書・２（３）①．「データ利活用基盤で備えるべき機能」に示す要件を満たす提案となっているか。

業務委託仕様書・２（３）②．「その他の機能要件」で必須とする機能を満たす提案となっているか。

業務委託仕様書・２（３）②．「その他の機能要件」で任意とする機能について効果的な追加提案が盛り込まれているか。

業務委託仕様書・２（３）③．「機能要件に係る留意事項」を考慮した提案となっているか。

業務委託仕様書・３（１）．「性能要件」を満たす提案となっているか。

業務委託仕様書・３（２）．「柔軟性・拡張性」を考慮した提案となっているか。

業務委託仕様書・３（３）．「信頼性・可用性」を確保する提案となっているか。

業務委託仕様書・３（４）．「セキュリティ対策」について具体的に示された提案であるか。

業務委託仕様書・４（１）．「データ利活用基盤の設計、構築に係る作業」に示す作業を満たす提案となっているか。

業務委託仕様書・４（２）．「データ利活用基盤へのデータの登録とAPIの実装」に留意した提案となっているか。

業務委託仕様書・４（３）．「マニュアルの作成と講習等の実施」について、効果的な提案となっているか。

業務委託仕様書・６（１）．「利用要件」を満たす提案となっているか。

業務委託仕様書・６（２）．「運用支援等」を満たす提案となっているか。

県が想定するスケジュールと整合性が取れ、県の体制を踏まえた適切なスケジュールが組まれているか。

設計、開発、テスト、研修、運用、メンテナンス 等の工程が明確に示されているか。

スケジュール調整等に柔軟に対応するための工夫が盛り込まれているか。

本業務において想定している作業項目が具体的に示されているか。

本プロジェクトに従事予定の要員の業務履歴等は具体的に示されているか。

全体の体制について、必要な能力を有する要員を適切に配置することが具体的に示されているか。

本事業へ協力するステークホルダーなどが居る場合はその内容が盛り込まれているか。

業務内容及び県の体制を踏まえた適切な作業分担が行われているか。

本事業の実施に当たり、本県の職員の負担軽減につながる工夫が盛り込まれているか。

本事業の実施に有益な、今年度実装可能な追加の機能やサービスに関する提案が盛り込まれているか。

県民の利便性が向上するサービスや職員の負担が軽減するサービスが盛り込まれているか。

多様なサービス事業者の参画・データ利活用基盤の活用を促す提案が盛り込まれているか。

特に地場企業やスタートアップの参画・データ利活用基盤の活用を促す提案が盛り込まれているか。
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1 予定価格と比較した価格

４０×（１-入札価格／予定価格）
40

2 最高提案価格と比較した価格
６０×（１-提案価格／最高提案価格）

60
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別紙「データ利活用基盤構築業務委託　技術提案評価表」

評価項目

1 基本事項 事業への理解、提案範囲等

50
データ利活用基盤の在り方、構成

2 機能等要件 基本方針等への準拠

70
データ利活用基盤の機能

4 委託業務内容

40

推進体制 構築スケジュール等

50

プロジェクトの推進体制

県との作業分担

価格点：１～２の点数

合計点数＝技術点＋価格点

3 非機能要件

40

7 その他機能追加・サービス提案

30

技術点：１～７の点数の計

令和４年度のデータ利活用基盤構築
（保守運用含む）

令和５年度から５年間の保守運用

5 運用等要件
20

6


